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背景と目的

参照 『鴻巣市防災マップ』http://www.city.kounosu.saitama.jp



液状化について
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地盤調査地点の概要



地盤調査地点



地盤調査地点の地層断面図



液状化判定と液状化危険度評価



液状化ハザードの評価イメージ

FL =
液状化強度

地震時応力
൝
≦ ⋯液状化

>⋯非液状化

(2)液状化安全率FL値の算定

(1)地点(No.1~6)と震度(PGA)の設定

(3)液状化指数PL値の算定
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0
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)dz
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(4)地盤沈下量DS値の算定

H:層厚，ε:体積歪み

(5)ハザードマップに表示
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液状化危険度の評価フロー

FL =
液状化強度

地震時応力
൝
≦ ⋯液状化

>⋯非液状化

(2)液状化安全率FL値の算定

(1)地点(No.1~6)と震度(PGA)の設定

(3)液状化指数PL値の算定

PL=න
0
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)dz

for FL＜1
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(4)地盤沈下量DS値の算定

H:層厚，ε:体積歪み

(5)ハザードマップに表示

出典：童・山崎,「地震動強さ指標と新しい気象庁震度との対応関係」，東大生研報告，48巻，11号，547-550，19996.11

PGA＝10−0.23+0.51×ｌ

震度 5強 6弱 6強 7

計測震度 5.0～5.5 5.5～6.0 6.0～6.5 6.5～

中央値(ｌ) 5.25 5.75 6.25 6.5

PGA 280 504 907 1216
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液状化危険度の評価フロー

FL =
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൝
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(2)液状化安全率FL値の算定
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PL=න
0

20

(1− FL)(10−
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)dz

for FL＜1
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(4)地盤沈下量DS値の算定

H:層厚，ε:体積歪み

(5)ハザードマップに表示

地盤沈下量DS値の算定式

DS =෍

ｊ

Hｊ × εｊ

H:層厚，ε:体積歪み



地盤沈下量(DS値)
震度6弱の場合
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液状化ハザードマップ



まとめ

・本学のハザードマップを作成した北側
から南側にかけて液状化危険度が高い

・地点5での液状化の程度(PL値)は高いが
建物基礎に与える沈下量(DS値)は比較的
小さい

・本学地震防災計画への有効活用が期待



ご清聴ありがとうございました



Ｑ＆Ａ



液状化が起きやすい要因と目安

1.ゆるい砂地盤（⇔密な砂地盤）

2.高い地下水位

3.強い地震の揺れ

液状化の目安

液状化可能性
土質

(10m位浅)

砂のN値

(10m以浅)
地下水位

高い 砂質土・埋土 10以下 3m以下

中位 シルト・礫 10～25 3～10m

低い 粘土 25以下 10m以上

地形・地域性

旧河川・旧湿地・埋立地

低地・扇状地・砂丘・盛土

台地・丘陵地



液状化による被害例



地盤調査地点の概要



地点1～4の土質試験結果



液状化安全率（FL値）

液状化安全率FL値の算定式

FL =
液状化強度

地震時応力
൝
≦ ⋯液状化

> ⋯非液状化

危険度ランク

評価指標 評価基準 危険度ランク

FL＜1 液状化

FL＝1 液状化限界

FL＞1 非液状化

液状化安全

率FL値



液状化指数（PL値）

液状化指数PL値の算定式

PL=0׬
20
(1 − FL)(10 −

ｚ
2
)dz For FL＜1

0 Soil Weight

10
10-z/2

20

z(m)

液状化

評価指標 評価基準 危険度ランク

15＜PL きわめて高い

5＜PL≦15 高い

0＜PL≦5 低い

PL＝0 かなり低い

液状化指数

PL値

危険度ランク



地盤沈下量（DS値〔cm〕）

地盤沈下量DS値の算定式

DS = σｊHｊ × εｊ H:層厚，ε:体積歪み

評価指標 評価基準 危険度ランク

40＜DS 甚大

20＜DS≦40 大

10＜DS≦20 中

5＜DS≦10 小

0＜DS≦5 軽微

DS＝0 被害なし

地盤沈下量

DS〔cm〕

危険度ランク


